
以下は、ジェイテクトのMVVと行動規範にもとづいて、ジェイテクトグループおよび

その一員であるわたしたちが、業務を通じて期待される態度を明らかにしたものです。

日々の業務遂行において、これらの指針に沿った行動を心がけましょう。

【共通する考え方】

◆ わたしたちの仕事は、自分のため、会社のためだけではなく、ジェイテクトの

事業活動を通して社会に貢献することを目的としています。

◆ 法律、規則やルールが、社会をよくするためにあることを理解し、これらに

違反することのないよう、誠実に仕事をします。

◆ 仕事で間違えたとき、失敗したときは、すぐに報告して是正に努めます。

決してウソの報告や隠ぺいをせず、周りの人がしようとしているときは

上司や内部通報窓口（相談窓口）に報告します。

1. 地球、自然環境との関係

◆ わたしたちは、豊かで安定した地球環境が人々の生活と会社経営の根幹と考え、

事業活動を通じた環境保全に取り組みます。
● 事業活動に際して温室効果ガスの排出を抑制し、カーボンニュートラルの達成を

目指します。

● 廃棄物の削減、リサイクルとリユースの活用によって、限りある天然資源を管理し、

循環型経済の構築に貢献します。

● 多様な生物が生息できる自然環境の維持・回復を支援します。

● 生産に用いるエネルギーを最大限効率化し、再生可能エネルギー等の利用による

自然環境への悪影響を抑止します。

● 水、大気、土壌等の自然環境に負荷をかける物質の利用に責任を持ち、豊かな海や

森林の保護と動物福祉に努めます。

2. お客様、エンドユーザーとの関係

◆ わたしたちは、より良い製品・サービスの提供と健全な市場競争をとおして

人々の幸福に貢献し、社会とともに企業として成⾧したいと考えます。
● 安全・安心で快適に利用いただける製品・サービスを開発し、お客様の信頼と

満足を得る魅力ある品質の商品を常に提供できるよう努めます。

● 談合やカルテルと疑われることは絶対にせず、製品・サービスの開発と販売は、

公正な市場競争のなかで正々堂々と行います。

● 事業活動の手段として賄賂を使ったり、汚職に加担することのないように

公正な取引を行います。

● お預かりした機密情報や個人情報を適切に管理し、不正な利用を防止するとともに

外部への漏洩がおきない体制づくりに努めます。
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3. ビジネスパートナー（仕入先・委託先、代理店など）との関係

◆ わたしたちは、ジェイテクトの事業が多くのビジネスパートナーとの協働で

成り立つ共存共栄の関係にあるを認識し、お互いの発展のため協力します。
● ビジネスパートナーとの取引では経済上の優位を利用した不当な要求は厳に慎み、

対話にもとづく公正な条件と適正な運用を常に心がけます。

● サプライチェーンを通じた低炭素社会、循環型社会の実現や強制労働・児童労働の

撲滅といった社会課題の解決のため、責任ある調達活動を推進します。

● 自然災害やサイバー攻撃、地政学的リスクなどによっても互いに事業活動を

継続可能なサプライチェーン構築のため、ビジネスパートナーと協働します。

● ビジネスパートナーからの賄賂そのほかの不正な利益の供与は要求したり、

受け取ることは絶対にせず、公明正大な取引を行います。

● ビジネスパートナーが保有する営業情報、個人情報や知的財産に関する権利を

尊重し、これらを侵害しないよう充分に配慮します。

4.ともに働く仲間たちとの関係

◆ わたしたちは、ともに働く仲間たちが会社の成⾧を支える根源であると考え、

共通の目標のもと、お互いに高め合いつつ日々の仕事に取り組みます。
● ジェイテクトのMVV（経営理念）と経営方針の理解に努め、職場の計画に

もとづいて、誠実に業務を遂行します。

● 社員の安全と健康を第一に考え、作業者の防護具着用や機械の安全性確保など

安全衛生への対策を怠らないとともに、災害等の緊急時には人命を最優先します。

● ともに働く誰もが安心して仕事に集中でき、それぞれの能力を最大限発揮することで

挑戦を楽しめる職場環境をつくります。

● 会社の成⾧と自分自身の成⾧の両立を意識し、知識・経験の蓄積に努め、

日々の目標達成とさらなる改善を通じて社会への貢献を目指します。

● 自分たちが正しい仕事ができているか、社会からの期待を理解するとともに

仲間との対話によって確認し、職場から不正をなくします。

● ハラスメントや人種、国籍、信仰や性別、年齢、心身の障がいなどを

理由とした差別を許さず、多様性をチームの力に変えて仕事に取り組みます。

● ひとり一人が自分自身の役割と責任を理解し、生活と両立できる労働時間、

安心して生活できる賃金水準を維持できるよう業務に励みます。

5. 株主・投資家との関係

◆ わたしたちは、会社の事業活動が株主からお預かりしている資本によって

成り立っていることを認識し、⾧期的な企業価値の向上に努めます。
● 日々の業務を誠実に行い、自分の利益のために会社や株主に不当な損害を

与えることのないよう留意します。

● 適切な財務管理と適正な会計処理を徹底し、予算や支出に関する記録を

正確に記録します。

● 関係法令及び社内規則等のルールに従い会社の財務情報/非財務情報の

正確な把握に努め、具体的かつ定期的に開示します。

● 投資判断に重大な影響を与える可能性がある会社の意思決定、発生事実に

関する情報は、適時適切に開示します。

● 業務に関わる情報を適切に扱い、機密漏洩を防止する対策に努めるとともに、

インサイダー取引などの不正利用に注意し、証券市場の信頼維持に貢献します。



6.  国際社会、地域社会との関係

◆ わたしたちは、国際社会、地域社会の中で良き企業市民として社会の信頼に応え、

人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献します。
● 事業活動を行う地域の文化・法令を尊重した事業活動を行います。

● 責任ある輸出入を行い、地域の安全保障を支持します。

● テロ行為、サイバー攻撃、反社会的勢力の経済活動、マネーロンダリングや

模倣品の流通など社会の健全な発展を阻害する行為を容認しません。

● 雇用の創出や適切な納税を通じて、地域社会の発展に貢献します。

● 地域社会の住民と誠実に対話して信頼関係を構築し、民間・公共警備の利用に

あたっては関係者の人権に最大限配慮します。

● 事業活動にあたっては周辺住民と自然環境に配慮し、汚染物質や騒音などの

流出抑制と森林や海洋の環境保護に努めます。

● 事業以外での、社会貢献活動を通じて企業市民としての社会的責任を全う

できるよう努めます。

【附則】
● 本ガイドラインは「ジェイテクトグループ行動規範」と一体のものとして運用され、

必要に応じて改訂されます。

● 本ガイドラインで求められる行動は、必要に応じてジェイテクトおよびジェイテクト

グループの社内規程として具体化されることを予定しています。

● 本ガイドラインおよび社内規程に反する行為は、社内規程で別途定める手続に則り、

懲戒処分の対象となることがあります。

● 職場で本ガイドラインおよび社内規程に反する行為を見聞きしたときは、職場での

是正に取り組んでください。

● 職場では解決できないと考えるときは、各種の社内相談窓口を利用してください。

相談内容は秘密を厳守され、相談者が会社から不利益な扱いを受けることはありません。

【関連する方針等】

・ ジェイテクトのMVV

・ ジェイテクトグループ行動規範

・ ジェイテクト環境行動指針

・ ジェイテクトグループ人権方針

・ 安全衛生方針

・ 健康経営方針

・ DE&I方針

・ 人財育成方針

・ 品質方針

・ 調達基本方針
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・ ジェイテクトグループ社会貢献活動方針
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